
識別　：

改善箇所説明図

ショベルローダの動力伝達装置において、原動機と油圧ポンプを接続する勘合部のハブの組付けが不適切
なため、勘合が不十分なものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると周辺部品が破損し、原動
機の動力が伝達されなくなり、最悪の場合、走行できなくなるおそれがある。

改善実施済み車については、キャブ後面ガラス左下、又は、左支柱下に実施済みであることを示す
旨のステッカーを貼付する。

全車両、ハブの組付け状態を確認し、誤って組付けられているものは、正規の状態に組付ける。
なお、併せて周辺部品の損傷を確認し、損傷が認められるものは新品と交換する。

【基準不適合の内容】

【改善措置の内容】

フランジ(フライホイールにボルトで固定)

ハブ(ポンプシャフトにイモネジで固定)

基準不適合箇所

原動機と油圧ポンプを接続するポンプカップリングのうち

ハブの取付け向きが逆さまになっており勘合が不十分

油圧ポンプ

原動機


